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東京外国語大学多言語・多文化教育研究センター 

 

１．ページ設定・文字 

（１）A４判の用紙にワープロソフトを使用して、横書き 40 字×40 行で作成する。 

（２）フォントは、日本語および全角の数字・ローマ字は MS 明朝、半角の数字・ローマ字

は Times New Roman を使用する。 

 

２．1 ページ目の構成 

原稿の 1 ページ目には、和文題目（副題も可）、英文題目（副題も可）を記入し、英文

要旨の後に 1 行空けて本文を書きはじめる。 

なお、執筆者の氏名を記入しないこと。本文中で自著等に言及する場合も、「拙著」と

いった執筆者が特定される表現は用いないこと。 

 

３．見出し、小見出し、項 

 本文中の見出し、小見出し、項の表記は、以下のとおりとする。 

 ［見出し］ １． ２． ３．～ （数字・ピリオドは全角） 

 ［小見出し］1-1． 1-2． 1-3． ～ （数字・ハイフンは半角、ピリオドは全角） 

 ［項］   （1）   （2）   （3）  ～ （数字は半角、括弧は全角） 

 

４．説明注 

 説明注は後注とする。本文中該当箇所の文字の右肩に注番号を 1 2 3･･･のように付し、注

は本文末尾に 1 行空けて、［注］の見出しの下に一括して記載する。 

 

５．文献注 

①本文や注で引用した文献を示す注（文献注）は、本文中の該当箇所に［著者の姓＋西暦

発行年:（半角空欄）該当ページ］というかたちで記す（例：［石井 2003: 35］）。外国語文

献の場合は、著者名と発行年のあいだに半角空欄を挿入する（例：［Anderson 1991: 105］）。 

②同じ著者の同じ出版年の文献を引用する場合は、出版年の後に a, b… と小文字のアルフ

ァベットを順につけて区別する。（例：［Anderson 1991a］［Anderson 1991b］） 

③ふたりの共著の場合は、外国語文献であれば［Weber and Marx 1890］、邦文文献であれば

［高橋・青山 2005］などとする。3 人以上の共著の場合は、［Mills et al. 1965］、 

［伊東ほか 2001］などとする。 

④編著の場合は、［梶田編 2002］、［有末・関根編 2005］、［Morris-Suzuki ed. 2001］、 
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［Gellner and Hobsbawm eds. 1982］などとする。 

⑤邦訳書の場合は、［原著者氏名＋原著刊行年＝訳書刊行年: 訳書の引用ページ］、すなわち 

［Hage 1998=2003: 36］などとする。 

⑥ひとつの文献注でふたつ以上の著書、著者を示す場合は［青山 2000, 2001］（同一著者の

場合）、［青山 2000; 伊東 2001］（異なる著者の場合）などとする。 

 

６．文献リスト 

文献注で引用した文献は注の後に 1 行空けて、［文献］という見出しの下に一括してアル

ファベット順に並べたリストを作成する。   

 各文献の表記は原則として 

＜著書＞著者名＋発行年＋題名・副題＋出版社． 

＜論文＞著者名＋発行年＋論文名・副題＋掲載雑誌・号数＋掲載ページ． 

とする。なお、邦文文献の場合はカンマ、ピリオド等は全角で、題名は『』（論文は「」）

で囲み、主題と副題のあいだには――（全角 2 倍ダッシュ）をつける。外国語文献の場合

はすべて半角文字とし、ファミリーネームを先頭にし、主題と副題はイタリック体にして、

あいだをコロンでつなげる。また出版社の前に出版都市名を明記する。 

その他、表記法の詳細は以下の事例を参照。 

 

（単著） 

戴エイカ，1999，『多文化主義とディアスポラ――Voices from San Francisco』明石書店． 

Castles, Stephan, 2000, Ethnicity and Globalization: From Migrant Worker to Transnational Citizen. 

London: Sage. 

（雑誌論文） 

保苅実，2002，「アンチ・マイノリティ・ヒストリー――ローカルかつグローバルな歴史に

向けて」『現代思想』30（1）：20-32． 

Mar, Phillip, 1998, “Just the Place is Different: Comparisons of Place and Settlement Practices of 

Some Hong Kong Migrants in Sydney,” The Australian Journal of Anthropology 9 (1): 58-73. 

（編著・編著論文） 

宮島喬・梶田孝道編，2002，『マイノリティと社会構造』東京大学出版会． 

関根政美，2002，「オーストラリアの多文化主義とマイノリティ」宮島・梶田編，209-34． 

関根政美，2002，「オーストラリアの多文化主義とマイノリティ」宮島・梶田編 2002a，209-34．

←※同一編者の編著が複数ある場合 

Bennett, David ed., 1998, Multicultural States: Rethinking Difference and Identity. London: 

Routledge. 

Hall, Stuart, 2000, “The Multicultural Question,” Hesse ed., 209-41.   

Hall, Stuart, 2000, “The Multicultural Question,” Hesse ed.2000a, 209-41. 



 3 

   ←※同一編者の編著が複数ある場合 

（訳書） 

Hage, Ghassan, 1998, White Nation: Fantasies of White Supremacy in a Multicultural Society. 

Annandale: Pluto Press.（＝2003，保苅実・塩原良和訳『ホワイト・ネイション――ネオ・

ナショナリズム批判』平凡社．）  

 

７．図表および写真等 

 図表および写真等は本文中の該当箇所に挿入・添付し、それぞれ 図‐１、表‐１、写

真‐１などのように通し番号をつけ、タイトルをつける。タイトルは、表の場合は表の上

に、図・写真の場合は下につける。 

  

以上 

 

 


